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＜連絡事項＞
・厨房前の樹木が強風のため倒壊し危険な状態となっております。そのため全面通行禁止としますので、各職員に周知をお願いいたします。敷地内の階段を使用せず、高速道路側から本部前に繋がる大階段を通行するようにお願いします。

・5月6日　深夜チーフが変更となります。

藤原ＳＧＭ⇒坂本ＮＳ
＜患者様連絡事項＞

・北村　奈美様～苛々時）セパゾン（2）10回分処方となっています。
・上村　みわ様～昨日からの腰痛訴えがあり、腰部Ｘ-Ｐ実施しています。明らかな骨折所見はありませんが、以前からの腰椎圧迫骨折部位の軽度悪化がみられている状態です。

・岡本　将孝様～夕方から下痢が見られており、「風呂に入って冷やした」と訴えています。脱肛部位からの出血も見られており、垂水Drへ状態を報告。下痢時ビーマス除剤可の指示と、ビオスリー3錠3×毎食後（本日夕のみ2錠処方）　8日分、へモポリゾン軟膏8日分処方となっています。
＜要注目患者様＞

・坂本　福子様～身体不調や他者からの発言に不満を訴え、食事やプログラムの拒否発言聞かれています。説明にて日課は問題なく取り組む事が出来ていますが、日中の臥床傾向目立っています。
・岡本　将孝様～下痢の訴えはありますが、プログラムや日課には取り組む事が出来ています。昼食時には「自分のせいで食事が止められてすみません」と、罪業妄想に左右された謝罪が聞かれています。夕方から下痢が見られており、「風呂に入って冷やした」と訴えています。脱肛部位からの出血も見られており、垂水Drへ状態を報告。下痢時ビーマス除剤可の指示と、止痢剤とへモポリゾン軟膏が本日夕から8日分処方となっています。
・吉田　守幸様～危険行為や自傷行為は見られず、日課も問題なく行っています。時間の感覚がなく、独自にエレベーターに乗ってレストランへ向かってしまう事がある為介入しています。介入時の易怒性は見られません。
・上村　みわ様～昨日から腰痛の訴えがあり、「同室者に頼まれて身体の向きを変えようとして痛めた」との訴えが聞かれています。夜間はトイレへの移動も困難で失禁見られており、離床時には車椅子使用する状態が見られています。9：00垂水Ｄｒへ報告し腰椎レントゲン施行。以前からあった圧迫骨折部位の悪化所見あり。本人へ整形受診を促しますが拒否しており、鎮痛剤の処方も拒否見られています。昼食時から37℃台の発熱見られていますが、内服・クーリングの拒否は継続。垂水Ｄｒからは保存療法で経過を観るよう指示受けています。
